
＜４＞2012年７月１日第1955号　（第三種郵便物認可）

⑪
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と

⑬
精
神
的
な
苦
し
み

⑯
―
―
に
参
考
資
料
を
掲
載

⑱
―
―
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ラ
ン

⑳
次
の
○
○
に
答
え
な
さ
い

㉒
―
―
を
高
く
し
て
寝
る

㉔
○
○
従
関
係
。
○
○
客
転
倒

㉕
元
素
記
号
Ｐ
。
○
○
光

①
相
撲
の
準
備
運
動
の
一
つ

②
使
い
道
。
―
―
が
広
い

③
釣
り
の
獲
物

④
い
さ
ま
し
い
こ
と
。
○
○
を

鼓
す
、
匹
夫
の
○
○

⑤
転
倒
し
頭
に
―
―
が
で
き
た

⑥
２
分
の
５
、
４
分
の
９
な
ど

⑧
足
の
○
○
が
高
い

⑩
一
身
上
の
―
―
で
退
職
す
る

①
扇
子
の
絵
手
紙
で
―
―
見
舞

⑤
能
あ
る
○
○
は
爪
を
隠
す

⑦
私
用
の
対

⑧
―
―
と
鰹
節
で
だ
し
を
と
る

⑨
五
重
○
○
、
ピ
サ
の
斜
○
○

⑩
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故

が
起
き
、
―
―
の
極
み

⑫
そ
れ
な
り
の
―
―
は
あ
る

⑭
醜
女

⑮
板
張
り
の
○
○
を
雑
巾
が
け

⑰
う
ち
は
米
専
業
―
―
で
す

⑲
よ
き
恩
師
の
―
―
を
受
け
る

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♢

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

㉑
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム

㉓
住
ん
で
い
る
家

㉔
親
か
ら
の
―
―
で
生
活
す
る

㉖
軌
を
○
○
に
す
る

㉗
春
に
吹
く
あ
ら
し

　カギを解き、二重ワクに入る文
字をアルファベット順に並べてで
きる言葉は何でしょう。

クロスワードクイズクロスワードクイズ

応　　募　府職労本部まで
締め切り　７月25日（水）　

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を
進呈します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできご
とやメッセージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（は
がき、メールやファックスも可）。当選者は、次の１日号で発
表します。メッセージは、つぶやきに採用させていただくこと
がありますので、匿名希望の方は、その旨お書き添え下さい。

クロス
ワード ６月号の解答と当選者

答え＝原発壊れて山河なし

当　選　者当　選　者

【解　答】

　

「
本
当
の
こ
と
い
え
ば
、

そ
ん
な
先
の
成
算
な
ん
て
、

ど
う
で
も
い
い
ん
だ
。
―
死

ぬ
か
、
生
き
る
か
、
だ
か
ら

な
。」

「
ん
、
も
う
一
回
だ
！
」
そ

し
て
、
彼
ら
は
、
立
ち
上
っ

た
。
―
も
う
一
度
！

　

小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』

の
ラ
ス
ト
。
人
間
の
命
と
尊

厳
を
か
け
て
何
度
も
立
ち
上

が
る
労
働
者
の
姿
を
描
い
た
。

　

何
度
も
立
ち
上
が
る
姿

は
、
現
代
に
も
続
い
て
い

る
。
い
ま
首
相
官
邸
前
で

は
、
毎
週
末
〝
再
稼
働
や
め

よ
〞
の
唱
和
が
鳴
り
響
い
て

い
る
。
首
都
圏
反
原
発
連
合

有
志
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呼
び

か
け
、
大
勢
の
人
が
呼
応
し

た
か
ら
だ
。

　

野
田
首
相
が「
再
稼
働
」を

表
明
し
た
６
月
８
日
に
は
４

千
人
、
再
稼
働
を
決
定
す
る

前
日
の
６
月
15
日
に
は
１
万

２
千
人
、
再
稼
働
決
定
後
の

６
月
22
日
に
は
４
万
５
千
人
、

６
月
29
日
に
も
〝
再
稼
働
反

対
〞
の
声
が
鳴
り
響
い
た
。

　

７
月
16
日
に
は
、
超
党
派

に
よ
る
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

10
万
人
集
会
」
が
開
催
さ
れ

る
が
、〝
原
発
再
稼
働
を
許

す
な
〞〝
原
発
を
な
く
せ
〞

の
声
と
行
動
は
止
ま
ら
な
い
。

〝
死
ぬ
か
、
生
き
る
か
〞

人
間
の
命
と
尊
厳
守
れ

　

放
射
能
が
人
類
の
生
存
を

脅
か
す
こ
と
に
対
し
、〝
原

発
な
く
せ
〞
の
声
が
「
死
ぬ

か
、
生
き
る
か
」
の
た
た
か

い
に
発
展
し
て
い
る
の
だ
。

　

沖
縄
の
た
た
か
い
も
終
わ

ら
な
い
。
普
天
間
基
地
の
存

在
が
、
人
の
命
を
奪
い
、
女

性
の
人
権
を
踏
み
に
じ
り
、

米
軍
犯
罪
が
起
き
て
も
治
外

法
権
。
普
天
間
基
地
移
設
を

反
故
に
し
た
鳩
山
内
閣
以
降

も
た
た
か
い
は
続
い
て
い
る
。

　

密
室
談
合
で
、
民
主
・
自

民
・
公
明
が
「
消
費
増
税
」

を
確
認
し
た
も
と
で
も
、
６

月
23
日
に
は
東
京
・
明
治
公

園
で
開
催
さ
れ
た
「
い
の
ち

と
暮
ら
し
守
れ
！
怒
り
の
国

民
大
集
会
」
に
全
国
か
ら
２

万
４
千
人
が
参
加
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
動

を
マ
ス
コ
ミ
は
ど
れ
ほ
ど
報

道
し
た
の
か
。
ま
る
で
、
真

実
を
伝
え
な
い
の
が
マ
ス
コ

ミ
の
役
割
か
の
よ
う
だ
。

商
品
の
価
値
を
計
る

人
間
労
働
の
量（
時
間
）

　

『
資
本
論
』
第
３
章
も
難

解
な
言
い
回
し
か
ら
始
ま

る
。「
諸
商
品
は
、
貨
幣
に

よ
っ
て
通
訳
可
能
に
な
る
の

で
は
な
い
。そ
の
逆
で
あ
る
」。

　

商
品
は
、
人
間
労
働
が
結

晶
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

労
働
量
（
労
働
時
間
）
で
だ

け
計
る
こ
と
が
で
き
る
。
貨

幣
と
し
て
の
「
金
」
も
、
人

間
労
働
が
結
晶
し
た
貨
幣
商

品
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
マ
ル

ク
ス
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
次

の
よ
う
に
い
う
。

　

「
そ
れ
だ
か

ら
、
商
品
の
番

人
は
、
こ
れ
ら

の
物
の
価
格
を

外
界
に
伝
え
る

た
め
に
は
、
じ

ぶ
ん
の
舌
で
こ

れ
ら
の
物
を
代

弁
す
る
か
、
ま

た
は
、
こ
れ
ら

の
物
に
紙
札

（
値
札
＝
小

山
）
を
ぶ
ら
さ

げ
る
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」。

　

人
事
評
価
制
度
は
ど
う

か
。
制
度
で
人
を
計
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
い
く
ら
制
度

を
つ
く
っ
て
も
、
客
観
的
な

も
の
に
は
転
化
し
な
い
。

「
蟹
工
船
―

「
蟹
工
船
―
2121
世
紀
丸
」物
語

世
紀
丸
」物
語
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そ
し
て
、彼
ら
は
、立
ち
上
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

―
も
う
一
度
！

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

大
阪
府
職
労
執
行
委
員　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

保
津
川
下
り
に
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

保
津
川
下
り
に
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

初
夏
の
京
都
を
満
喫

初
夏
の
京
都
を
満
喫

写真は2012年６月22日付「朝日新聞」より

北大阪地区評バスツアー北大阪地区評バスツアー北大阪地区評バスツアー北大阪地区評バスツアー

　

北
大
阪
地
区
評
で
は
、
６
月

16
日
、
恒
例
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
は
、

京
都
方
面
で
、
組
合
員
と
家

族
、約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
、
保
津
川

下
り
が
ど
う
な
る
か
心
配
で
し

た
が
、
船
に
乗
り
込
ん
だ
あ
と

に
雨
が
や
み
、
雨
上
が
り
の
山

の
目
に
し
み
る
よ
う
な
緑
の
な

か
、
船
頭
さ
ん
の
愉
快
な
ト
ー

ク
に
爆
笑
し
な
が
ら
、
川
下
り

を
満
喫
し
ま
し
た
。
嵐
山
で
下

山
し
て
、
あ
た
り
を
散
策
し
た

あ
と
、
京
都
水
族
館
へ
。
イ
ル

カ
シ
ョ
ー
の
時
間
に
間
に
合

い
、た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
た
。

ひろげよう９条の“和” ＹＡ９！
Yes,Article 9！

どけん★★どげん９条の会
広島

ツアー
「平和がいちばん！」

と　き ８月４日（土）朝出発
～８月６日（月）夕帰阪

2012年

おとな 35,000円
30,000円（小学生以下）こども

（往復バス、２泊、朝２食、夕２食、交流会）

会　費

お　宿
（広島市佐伯区湯来町大字多田）
国民宿舎 湯来（ゆき）ロッジ

40名（７月13日締切 お早めに！）定　員

原水爆禁止世界大会閉会式には、2,000円の参加費が別途必要です。その他
お問い合わせ どけん☆どげん９条の会幹事まで

土建支部　渡部　　土木現場支部　永本・河中
E-mail：genba@fusyokuro.gr.jp☎06-6941-3079 FAX：06-6941-4541

行 程 表
午　前 午　後

４日（土）朝大阪出発広島へ
ホロコースト記念館
見学

５日（日）岩国基地見学（ガイド有り）

自由行動
厳島神社見学
原爆資料館見学等

６日（月）
宣伝行動
平和記念式典出席
原水禁大会閉会式出席

夕方大阪へ到着

伊藤　育雄（北河内府税事務所）
西田　明弘（茨木土木事務所）
金城　　縁（茨木保健所）
石﨑　和美（富田林土木事務所）
塩塚　幸子（泉北府税事務所）


